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静岡県および山梨県における

キマダラモドキ (ジャノメチョウ科)の分布

The Distribution of Zπ γづ%Jα θηα箔レj御%ααs(sTAUDINGER)

(Lepidoptera: Satyridael in ShiZuOka and Yamanashi

Prefectures

Mayumi TAKAHASHIホ

キマグラモドキ K′′Jガα ψα″′″ο″滋 s tSTAUDINGER)は ,アジア東北部に分布圏をもつ,いわゆるア

ムール型または朝鮮ウスリー系に属するジヤノメチョウ科の一種で,日 本列島では北海道南部から本州およ

び四国 。九州の山岳地帯にかけて分布している。国内分布はかなり局部的で,本種の見られない地域は多い

が,も つとも大きな勢力をもつているところは,本州中部の長野県を中心とする内陸の中・低山地域である。

静岡県および山梨県では,いわゆるフォツサ・マグナ地域に分布し,富士火山帯に沿つて長野県下の分布

地域に合流しており,両県下にすむ19種のジャノメチヨウ類の中で,他の種には見られない特異な分布を示

している。本種の分布様式は,富士山麓に多産する温帯性の草原性蝶類の分布様式とよく似ており,その分

布成立の歴史もこれらの蝶類の場合とかなりの共通性をもつものと思われる。本種の分布については,かつ

て富士火山の蝶類分布の成立について述べたさいに触れたことがあるが,その後の調査がある程度進み,そ

の分布状態もいつそう明らかになつたので,その概要を述べ,分布の成立についても若干の考察をしたいと

思 う。なお,本文中でも指摘したとおり,こ とに山梨県下には本種の未調査地域がまだまだ多く,今後の調

査の進展が大いに期待される。

本種の山梨県下における分布についていろいろとご教示くださつた北條篤史氏および日ごろ野外調査など

にご協力いただいている静岡昆虫同好会の方々にあつくお礼を申しあげる。

I地 理 的 分 布

おもな分布地域は,南は愛鷹火山越前岳にはじまり,富士山麓および富士川中流の山地から釜無川中流の

低山地帯を経て,長野県の諏訪地方および南佐久地方につながる。甲府盆地北側の関東山地にもやや局部的

な生,息地が点在する。伊豆半島,箱根火山,富士川以西の赤石山脈および太平洋岸の低地帯,富士川西側の

七面山から櫛形山を経て鳳凰山脈につながる ″南アルプス前衛″の高地帯からは発見されていない。

つぎに各地域別の分布を概観することにしよう。

1.愛 鷹 火 山

最高峰の越前岳頂上 く1505π 〉で566,さ らにここから北方の十里木に延びる尾根の1099π 三角点付近

で 16が採集されている (高橋1963b)。 この分布地域は,富士東南麓の赤塚～印野水源地～十里木にわた

る分布地域とつながつているものとみられる。頂上で採集された上記の個体は,はたして同地点で発生した

ものかどうかは再検討を要すると思う。
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図1.静岡・山梨県産キマダラモドキ。 1:6,山梨県西八代郡上九一色村本栖高原,宙 i,26,1958,

高橋真弓.前麹長30.5磁。216(裏面),山梨県南都留郡山中湖村鷹丸尾,宙i,31,1969,高 橋真

弓.前翅長30.6物。3:♀ ,山梨県南巨摩郡身延町山額南方,宙i,12,1970,高橋真弓.前翅長34.7“。

4:♀ (裏面),静岡県裾野市黒塚付近,vii,22,1955,高橋真弓,前麹長33.7″。5:6,山梨県北

巨摩郡高根町美森山付近,宙 ,3,1975(羽化),高橋真弓 [飼育によるもの],前翅長27.6物 。 6:

9,同上,宙 , 7,1975(羽 化),高橋真弓 [飼育によるもの],前翅長28.2商。富士山麓から富士川

中流にかけては大型で明色部の発達したものが多いが,八カ岳美森山付近から長野県にかけての山岳地

帯には,野外に見られる個体にも小型で暗化したものが多い。
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2.富 士 山 麓

東南麓の南山林道 (浅黄塚林道ともいう。現在は表富士周遊道路となる)の赤塚付近から蓬塚,麹ガ塚 ,

小丸尾,印野水源地,山 口,十里木,黒塚などを含む一帯に分布し,個体数もかなり多く,富士山麓におけ

る主要な分布地域の一つとなつている (高橋1955,1956)。 南山林道の次郎右衛 門塚～片 蓋山 く1360″ 〉

は,富士山麓ではもつとも高い採集地点である (高橋1964b)。

図2.静岡県および山梨県におけるキマダラモドキの分布

南麓の十里木から富士官

登山口などを含む西南麓に

かけての広大な地域には記

録がなく,大きな空自地帯

となつている。たとえ分布

していたとしても,おそら

く分布は局部的で個体数も

少ないものと思われる。

西麓の田貫湖付近からふ

たたび現れはじめ (田村19

58),人穴東北方の高原や

根原に近い朝霧高原で個体

数を増すが(宇式・石川195

7,高橋1957),この分布地

域は,ほぼ寄生火山の大室

山と本栖湖とを結ぶ線まで

延び(高橋1971b),本栖湖

北岸の烏帽子岳からパノラ

マ台にかけての御坂山脈の

一部にも確実 に生息する

(諏ヨリほか1956)。

西北麓の精進口登山道か

ら青木ガ原、鳴沢林道,大

田和林道にかけての北麓一

帯からは,大田和を除いて

は記録がなく(渡辺ほか197

1),また西湖南側の足和田

山地からもまつたく記録さ

れていなヤ`。

東北麓の富士吉田登山道から梨ガ原 (笠井1956),鷹丸尾などを経て,籠坂峠,三国峠,石割山,大出山

などを含む山中湖周辺山地にかけては個体数多く (笠井1956,鈴木1963,高橋1974b),こ とに山中湖北側

の石割山から大平山にかけての山地は,静岡・山梨の両県下をつうじて,本種のもつとも多産する地域とい

えよう (清196の 。この分布地域の東限は明神峠付近である (高橋1969)。

籠坂峠を越えて静岡県側に入ると,本種はまた姿を消し,須走口登山道を含む富士東麓一帯からは,ま だ

記録されていない。

3.富士川流域の山地

富士川東側では,山梨県下部町の醍醐山に始まり (高橋1966b),身延線に沿って北上し,六郷町,市川

大門町,三珠町の低山地や山麓地帯にひろがり(高橋・清1973),比較的高いところでは,御坂山脈西端の四尾
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連湖付近く900π〉に達する (高橋ほか1960)。 市川大門町の低山地帯では個体数が多く,分布も連続的であ

る。天子山脈の毛無山や天子ガ岳などの高地帯からは未記録である。

富士川西側では,東側におけるよりも分布はいつそう局部的となるが,身延山頂上付近 く1140π〉で採集

されているのは注目される (高橋1968)。 身延町の早り|1合流点付近から鰍沢町にかけての丘陵地帯には広く

分布し,場所によつてはかなり多産する (鈴木1965,高橋1970c)。 出頂ノ茶屋や櫛形山などの高地帯から

は発見されていない。

4.御坂山脈と桂川流域

御坂山脈では西端の四尾連湖付近を除いてはほとんど記録がなく,わずかに大幡り11上流から発見されてい

るのみである (笠井1956)。 桂川流域の富士吉田市背戸山や鐘ガ渕における分布は,富士東北麓の分布地域

とつながるものとみなされる。

5。 関 東 山 脈 南 側

山梨県須玉町では黒森ほかいくつかの地点で記録されており,かなり広く分布するものと推定される。ほ

かに敷島町の茅ガ岳山麓や三富村の徳和川流域(日撃)な どからも記録されている(田 島 。北条1967a,b)。

この地域は全体的に調査不十分で,本種の分布の実態は明らかではない。

6.釜 無 川 流 域

左岸では中央線沿線の長坂町長坂から口野春を経て当埼市境ノ沢にかけての雑木林にふつうに見られ,場

所によつて多産するという (高橋1967,西 山1972)。 双葉町宇津谷付近にも確実に生息する (高橋1967)。

右岸では自州町竹宇付近にかなり多いことが知られ (平井・北条1972,北条1973),甘利山,燕頭山,駒

ガ岳,笹 ノ平などに産することを記した古い文献もある (桝田,1934)。 詳しい分布状態はわかつていない

が,分布は必ずしも連続的ではないようである。なおその分布は八ガ岳の東西斜面を経て長野県下の中・低

山地帯につながつているものと思われる。

7.八 ガ 岳 山 麓

八ガ岳中腹の美森山付近に産することが知られ (清1974,1976),その分布は八ガ岳の東西斜面を経て野

野県下の中 。低山地帯につながつているものと思われる。

〔主 要 な 採 集 記 録〕

個体数に (  )を つけたものは日撃記録,末尾の (  )内 は報告者を示す。

静 岡 県 駿 東 郡

1♀ :小山町明神峠 〈900π〉 ;宙ii,29,1969.(高橋,1969)。

静 岡 県 御 殿 場 市

1♀ :太郎坊東方100π (1300″ 〉 ;宙li,11,1965.(猪 又,1967)。 16:南山林道赤塚～次郎右 衛 門塚

〈1320″〉 ;vili,21,1956.(高 橋,1956)。 162♀ ♀:南山林道砂沢～片蓋山 く1340～1360π〉 ;vili,

12,1964.(高橋,1964)。 1♀ :蓬塚展望台～麹ガ塚〈860π 〉 ;宙五,21,1956.(高橋,1956)。 2♀ ♀:砂

沢く790″〉～麹ガ塚〈740π〉;v面 ,20,1956.(高橋,1956)。 1♀ :印野～宮ノ上平 〈640π 〉 ;宙il,20,

1956.(高橋,1956)。 16:高畑三角点南方 〈

“

Oπ〉～砂沢 (790π〉 ;宙il,20,1956.(高橋1956)。 (少

数):小丸尾 く780″〉～高畑三角点南方 く850π 〉 ;viii,20,1956.(高 橋,1956)。 8♀ ♀:高 畑三角点

南方〈

“

0″ 〉～印野水源地入口 〈1000″〉 ;宙il,20,1956.(高 橋,1956)。 266,10♀ ♀:印野水源地

〈10C10～ 11∞″〉 ;宙li,20,1956.(高橋,1956)。

静 岡 県 裾 野 市

566:越前岳頂上 〈1505π〉 ;vili,5,1963.(高 橋,1963b)。 16:越前岳北方1099π三角点付近 ;

vili,5,1963.(高 橋,1963b)。 16:須 山～山口 〈700″〉 ;宙i,22,1955.(高 橋,1955)。 (1):
山 口～十 里木 〈

“

0″〉 ;宙i,22,1955.(高 橋,1955)。 566,1♀ :十里木 く870″ 〉～黒塚 く1050

π〉 ;宙i,22、 1955.(高橋,1955)。
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静 岡 県 富 士 宮 市

16:田貫湖人口付近 〈660″ 〉 ;宙i,7,1958.(田村,1958)。 2♀ ♀:人穴東北方 〈750～ 940″ 〉;ix,

15,1957.(高橋,1957)。 4♀ ♀:人穴東北方 〈1015～ 1160″〉 ;破 ,15,1957.(高橋,1957)。 1♀ :人

穴東北方〈1015π〉～富士岡〈880π 〉;破,15,1957.(高橋,1957)。 1♀ :麓〈800′″〉vii,28,1953.(高 橋 ,

1953)。 366, 1♀ :根原付近 く900～ 960″ι〉;宙i,18,1955.(高 橋,1955)。 366, 1♀ :根原付近

く9∞～960π〉 ;vⅡ i,11,1957.(「芦い 石川,1957)。 16:根原付近 く9∞～960π〉;前,24,1958.

(高橋,1958b)。 266:根原付近 く960π 〉 ;宙i,21,1968.(高 橋,1970b)。

山 梨 県 西 八 代 郡

16:上九一色村本栖高原〈980π 〉;v五 ,26,1958d.(高橋,1958)。 16:上九一色村本栖高原 〈980π〉

;宙i,17,1963.(菊 池ほか,1964)。 16,3♀ ♀:上九一色村逢坂林道く960～ 1070π〉;v面,12,1957.

(高橋,1957)。 16:上九一色村本栖 く910″ 〉～逢坂林道入口〈960″ 〉;vili,12,1957.(高 橋,1957)。

16:上九一色村本栖〈910π〉;vil,31,1957.(官 村 。平野1958)。 16:上九一色村竜ガ岳林道 く910π〉

;宙i,31,1958.(高 橋,1958d)。 16:上九一色村富士嶺〈1020π〉;vii,27,1969.(渡辺ほか,1971)。 (1
♀):上九一色村大室山北西〈1020π〉(開 拓道路付近);宙i,19,1970.(高 橋,1971a)。 16:上九一色村

パノラマ台(1330″ 〉;vili,5,1956.(諏 訪ほか,1956)。 1♀ :下部町醍醐 山 く500～6∞″〉 ;宙i,18,

1965.(高橋,1966b)。 16:下部町下部温泉 く280π〉 ;宙,15,1969.(城 内,1969)。 (1):下部町

清沢く300″ 〉;vi,29,1975.(北 条,1976)。 366:下部町割子～勝坂〈3∞～350π〉;vi,29,1972.(高

橋・清,1973)。 (16):下部町市之瀬(300″ 〉;vi,29,1972.(高 橋・清,1973)。 161♀ :下部町日向〈240

～300π〉;vi,25,1972.(高 橋。清,1"3)。 266:下部町日向〈240～ 300π 〉;宙i, 1,1973.(高橋・清 ,1973)。

161♀ :六郷町680″三角点～堀切分岐点〈634π 〉;v五 ,3,1960.(高 橋ほか,1960)。 16:市川大門町堀

切 く500″〉 ;宙,26,1974.(北条,1976b)。 16:市川大門町四尾連湖登り口付近 〈300π〉 ;宙i,17,

1954.(高橋,1954)。 266,1♀ :市りII大門町四尾連湖登リロ付近く300π〉;vil,28,1969。 (中西,1970)。

366:市川大門町四尾連湖登り口付近 く3KXl″ 〉 ;宙i,12,1969.(中 西,1970)。 1♀ :市川大門町清水

付近 く550″〉;vii,17,1954.(高橋,1954)。 666,4♀ ♀:市ノ|1大門町市川本町～四尾連湖登山道 3

合目〈3C10～ 5∞ 222〉 ;vi,30,1968.(田 中,1968)。 1♀ :市川大門町四尾連湖畔〈900π〉 ;宙五,31,1960.

(高橋ほか,1960)。 16:市川大門町大木～黒沢舟場〈300″,〉 ;vi,28,1959.(高 橋,1959)。 366:三珠

町道林南方〈300～ 400″ 〉;vi,25,1972.(高 橋・清,1973)。 266:三珠町大塚南方 〈350～ 400π〉;vi,

25,1972.(高 橋 。清,1973)。

山 梨 県 南 巨 摩 郡

16:身延町身延山頂上 〈l140″ 〉 ;宙i,24,1968.(高 橋,1968)。 16:身延町一 里松北方 〈360″ 〉
;宙i,12,1970.(高 橋,1970c)。 466, 1♀ :身延町杉山～杉山橋〈3∞～240π〉;vii,12,1970.(高

橋,1970c)。 2♀ ♀:身延町杉山橋～山額 〈240～ 260π〉 ;宙i,12,1970.(高 橋,1970c)。 1幼 虫 (終

齢):身延町杉山橋～山額 く240～ 260″ 〉 ;宙,7,1971.(高橋,1972b)。 1♀ :身 延 町帯金～下八木

沢 く300π〉;vili,14,1970.(高 橋,1970c)。 3661♀ :身 延町下山～上沢 〈210～ 240″〉 ;vii,8,
1970.(高 橋,1970c)。 366, 3♀ ♀:身延町上沢西方(210～3∞π〉;宙i, 8,1970。 (高橋,1970c)。

3♀ ♀ :中富町大子山付近 く350π 〉;ix, 4,1972.(高 橋・清 ,1973)。 16:中富町平須〈520″〉;宙ii,17,

1970.(高橋,1970c)。  16:中富町久成 く400″ 〉 ;vii, 8,1970.(諏訪,1970)。 666,2♀ ♀:鰍

沢町本町西側丘陵 ;vi,27,1965.(鈴 木,1965)。

山 梨 県 南 都 留 郡

1♀ :山 中湖村籠坂峠 く11∞″〉 ;vili,24,1955。 (笠井,1956)。 16, 1♀ :山 中湖村旭ガ丘〈100レ 〉
;vili,3,1961.(小 林ほか,1962)。 16,2♀ ♀:山 中湖村撫岳荘〈10CXレ 〉;宙ii,15,1961.(池谷,

1961)。 466, 2♀ ♀:山 中湖村東京大学演習林 (10∞″〉 ;宙li,14,1963.(鈴木,1963)。 366, 2
♀♀:山 中湖村清漢寮YH付近 く10011滋 〉;vm,14,1963.(鈴木,1963)。 16, 1♀ :山 中湖村清漢寮Y
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H付近 (10∞滋〉 ;vi五 ,15,1963.(鈴木,1963)。 1♀ :山 中湖村三国峠西北斜面く1000～ 11∞ 222〉 ;Vi五 ,

1,1963.(高橋,1963)。 161♀ :山 中湖村平野 〈lCX10223〉 ～内野への峠 (2∞″〉 ;宙i,29,1961.

(高橋,1961)。 1266,3♀ ♀:山 中湖村石割山～中尾山～湖尻〈1413～ 1000722〉 ;vili, 6,1963.(清 ,

1964)。 666,2♀ ♀:山 中湖村中尾山 く1310′″〉～大平山 く1296′ ,,〉 ;vili,21,1963.(清 ,1964)。

1♀ :山 中湖村大平山 く1296″ 〉 ;vi五,21,1963.(清 ,1964)。 666, 1♀ :山 中湖村湖尻 〈1000″ 〉

～中尾山 く1310滋〉 ;宙五,21,1963.(清 ,1964)。 1♀ :山 中湖村大平山 く1296π 〉～大出山 く1104273〉

;vil,29,1961.(高橋,1961)。 266:山 中湖村大平山 〈1296″ 〉～大出山〈11∝ 722〉 ;V五 i,21,1963.

(清,1964)。 1(2):山中湖村大出山く1102″ 〉;v五 i,24,1955.(笠 井,1956)。 2♀ ♀:山 中湖村長池

〈990″ 〉;宙il,23,1958.(高 橋,1958b)。 161♀ :山 中湖村鷹丸尾く1050～ 1100″ι〉;宙ii,23,1958.(高

橋 ,1958b)。 16:山 中湖村鷹丸尾〈1050～ 1100″ 〉;宙i,29,1961.(高 橋,1961)。 16:山 中湖村鷹丸尾

く1050～ 1100′
"〉

;宙i,31,1969。 (高橋,1970b)。 16:山中湖村 鷹 丸尾〈1050～ 1100″ι〉;vii,16,

1970.(渡辺ほか,1971)。 16:山 中湖村鷹丸尾(1050～ 11∞″〉;宙li,8,1974.(高橋,1974b)。 16:山

中湖村梨ガ原 く10KICl″,〉 ;vili,24,1955.(笠 井,1956)。 16:鳴沢村大田和 (小坂)〈920″ 〉;viii, 3,

1967. (渡辺ほか, 1971)。

山 梨 県 富 士 吉 田 市

(1)富士吉田口登 山道 中ノ茶屋く1lC1077t〉 ;宙ii, 9,1965.(高橋,1966a)。 1♀ :富士滝沢林道 1合日

く15∞π〉 ;vi五 ,19,1970.(渡 辺ほか,1971)。 16:鐘 ガ渕〈920″ 〉;宙i,26,1969。 (渡辺ほか1971)。 26

6:鐘ガ渕く920′ ,ι 〉;vii,27,1970.(渡 辺 ほか,1971)。 16:鐘ガ渕く920″ 〉;vil,28,1970.(渡辺ほ

か,1971)。 16,1♀ :背戸山〈800″ 〉 ;vii.23,1969.(渡 辺ほか,1971)。 (1):杓 子山頂上〈1598,,`〉

;vii, 17, 1970。 (渡辺ほか, 1971)。

山 梨 県 都 留 市

(1):大幡り|1上流三ツ峠山足 〈700～ 9CXレ 〉 ;viii,21,1955.(笠 井,1956)。

山 梨 県 東 山 梨 郡

(1♀ ):三富村徳和川 く10∞″〉 ;宙li,21,1966.(田 島・北条,1967a)。

山 梨 県 中 巨 摩 郡

1♀ :敷島町茅ガ岳 〈9∞″～〉 ;vii,17,1966.(田 島・北条,1967b)。

山 梨 県 韮 崎 市

16:境之沢付近 〈560″〉 ;vil,3,1966.(高橋,1967)。

山 梨 県 北 巨 摩 郡

266:双葉町宇津谷く3∞～350π〉;宙i,13,1966.(高 橋,1967)。 16:須玉町黒森〈1150″〉;vili,21,

1959.(堀内,1963)。 266, 1♀ :須玉町黒森〈1150π〉;vili,14,1974.(北 条,1976a)。 16:須玉町

神戸く10ulπ〉;vili,13,1974.(北 条,1976a)。 (1♀ ):須玉町金山く1450π〉～金山峠〈1518π〉;vili,1,

1964.(高橋,1964a)。 (1♀ ):須玉町信州峠 〈1464″〉 ;vili, 1,1964。 (高橋,1964a)。 161♀

:長坂町口野春く620″ 〉;vii,13,1968.(西 山,1972)。 16:自 州 町自州丘陵く7∞π〉;v五 ,22,1971.(平

井・北条,1972)。 16:自州n44宇〈7∞π〉;vii,22,1971.(平井・北条 ,1972)。 (1):自州町竹宇く700π〉

;vili,16,1972.(北 条,1973)。 1♀ ホ:高根町美森山(15∞″〉;vili,15,1974。 266:高根町美森山(1500π〉

;vili,10,1973.(清 ,1974)。 1♀ :高根町清里(1230″ 〉～川俣 り11鉄橋 〈1280π〉 ;v五1,8,1975.(清 ,

1976)。

I生 態 的 分 布

1.気 候 と 分 布

本種の世界的分布からみると,その分布地域のおもな部分は,気候的にみて,温帯の落葉広葉樹林帯に含

まれているといえよう。しかし,国内分布をさらに詳しくみていくと,本州中部の長野県や山梨県などの内

*筆者未発表の記録。
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陸部の低地帯にみられる暖帯落葉広葉樹林帯にもかなり大きな勢力をもつて いる こ とがわかる。この地帯

は,プナが生育するには気温が高すぎ,ま た常緑のカシ類が生育するためには冬の気温が低すぎて,け っき

よくコナラ,ク ヌギ,ク リ,ア カシデなどを含む落葉広葉樹林が発達することになる。ここで扱う地域では,

山梨県の富士川中流地方および釜無川流域の低山地帯の一部などがこれにあたる。垂直分布の上限は,愛鷹

火山の越前岳頂上 く1505π〉,杓子山頂上 く1598π 〉,八ガ岳の美森山付近 く1500″〉など,温帯落葉広葉

樹林帯の上部にあるが,それより高いところでは,おそらく早春から初夏にかけての幼虫期に,そ の発育に

必要な積算温度が不足して生息が不可能となるのであろう。このようなところではウラジャノメにその生息

地をゅずり渡す。また,駿河湾沿岸の低地帯に分布していないのは,冬の気温が高すぎて,幼虫のその後の

発育に悪影響を与えるのか,あ るいは夏の夜の気温 (日 最低気温)が高すぎて,これがとくに成虫の卵巣の

発育などを阻害することにもよるのかもしれなない。

2.生 息 地 と 微 気 候

生息地は主として火山の裾野,ゆ るやかな山腹斜面や尾根などに多く見られ,急峻な斜面,岩肌の露出し

たやせ尾根,あ るいは深い峡谷などにはあまり見られない。おそらく地形が植生をつうじて微気候に影響を

与え,間接的に本種の分布に関係をもつてくるのであろう。

植生からみていくと,本種の生息地はおもに落葉広葉樹林に形成され,密林よりも疎林を好む傾向があ

る。下生えは,おもにイネ科およびカヤツリグサ科の草本であり,ササ類は一般に見られない。この樹林は

晩秋に落葉し,春に芽を出すが,早春,越冬 (休眠)からさめた幼虫の活動が始まる頃には,林内に太陽の

光が十分に射し込み,日 中の気温はかなり高くなり,食草は急速に成長する。成虫の羽化する頃には,樹冠

は適度な日陰をつくり,成虫の活動の場がつくられる。本種の生活には,このような落葉広葉樹林のもつ微

気候が適しているのであろう。

本種は,よ り草原的な環境に対してはかなり広い適応性を示し,富士山麓などでは,カ シワなどの樹木が

まばらにしか生えていない草原にもよく見られる。このようなところでは,カシワを食するハヤシミドリシ

ジミや濯木に発生するヤマキチヨウ,ホシミスジ,それに草原性のジャノメチヨウなどと混生しており,こ の

ような生息地は森林から草原への移行的な性格をもち,気温の日較差はかなり大きくなるものと思われる。

これに対して,ス ギ・ヒノキなどの常緑針葉樹林やアラカシなどを含む常緑広葉樹林 (照葉樹林)では,

林内はつねにうす暗 く,気温の日較差は年間をとおして小さくなる。このような樹林には,コ ジヤノメや,

ときにクロヒカゲモドキなどの,よ り″陰地性″の種が生怠しているが,本種の生息にはあまり適していな

いようである。

本種を含む静岡・山梨県におけるジャノメチヨウ科の生′自、地の特徴は表 1に示したとおりである.

3.食 草 と 分 布

静岡および山梨県下において,本種の野外における食草として確認されているのは、カモジグサ Agrc‐

ノ́″″ιS“力″Sカル″sι (HoNDA)OHWI var.″″″s′ι″s(HACKED OHWIのみである。筆者は1971年 6

月7日 ,富士川中流の山梨県身延町山額～杉山橋の小さなクヌギ林の中で,この植物の茎に上向きにとまつ

ている終齢幼虫1頭を採集したが,その翌日,寄生パエの一種の幼虫が脱出して,こ の幼虫を蛹化させるこ

とができなかつた (高橋,1972b)。 長野県下では,浜 栄一氏がイネ科のヤマカモジグサ,ミ ゾイチゴツ

ナギ,ヒ メノガリヤス,ス スキから (浜,1966),群馬県赤城山では,葛谷 健氏がイネ科のチガヤ,ナガ

ハグサ,カ ヤッリグサ科のヒゴクサ,ヒ カゲスゲ,カサスゲの各種 か ら幼虫を発見しておられる (葛谷 ,

1967)。

筆者は,1974年 8月 ,山梨県高根町の八ガ岳美森山産の母蝶に産卵させ,翌年の6月 に161♀ を羽化さ

せているが,これらの幼虫は野外の植木鉢に植えたスズメノカタビラ Pοα α″″
“
´LINNAEUSの 根もとに

敷いた枯葉に静止して何も食べずに越冬し,のちにスズメノカタビラの葉をよく食べて発育した。
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表 1静 岡 県 お よ び 山 梨 県 に お け る

＼
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草 原

湿 生 1乾    生
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一
広
　
分
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カ ゲ

ジャノメチョウ
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ノメ
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ベ ニ ヒ カ ゲ
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太字で示した箇所はその種の主要な生息地をあらわす。
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ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 科 各 種 の 生 息 地
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いずれにしても,幼虫の食性はかなり広 く,野外ではいろいろなイネ科およびカヤツリグサ科の植物を食

べているものと思われる。なお,若齢幼虫は刺激によつて食草から落下しやすく,ふたたびはい上がつて摂

食するとき,食痕を残した植物が本種の発育に適当な場合と必ずしもそうでない場合とがあると思われるの

で,いろいろな植物を人工的に与えてみて適否を判断する必要があるだろう。食草の分布は,本種を含む多

くのジャノメチヨウ類の場合,広い地域における分布の制限要因とはなりにくいが,個々の生,患地の限界を

きめる外因として働いているものとみられる。

4.成 虫 の 食 物

成虫は,おもにクヌギ,コ ナラ,カ シワそのほかの落葉広葉樹の樹液に集まる。これらの樹液が豊富であ

るかどうかがその生息地における個体数の多少をきめる重要な条件となっているものと思われる。これらの

落葉広葉樹は,本種の成虫に食物を供給するばかりではなく,前述のように,本種の生活環境 (微気候)を

つくりだすのに役立つている。なお,本種が花に飛来した記録はまつたくないようである。

5.成 虫 の 移 動 性

成虫はおもに夕方に活動し,夕 日を浴びて疎らな林内を縫うようにして飛びまわる。 6は クロヒカゲやク

ロヒカゲモドキのように顕著な ″なわばり″をつくらず,あ まり静止することなしに,地上 1″ ぐらいのと

ころをはいかいするのが見られる。このころにはさかんに6ど うしの追飛が行われる。6の移動範囲は比較

的狭 く限られ,生息地の森林やその周辺からあまり離れず,た とえばりll沿いに長距離を移動したり,広い草

原をどこまでも飛び続けていくようなことはあまりないといえよう。

♀は6よ りも約 2週間遅れて羽化し,富士川中流地方では 7月 上旬ごろから現れるが,卵巣が成熟するた

めには1カ 月ほどかかるようである。寿命は長く, 9月 中旬ごろまで生き残る。産卵は夕方,日 没前に行わ

れるものとみられるが,この時刻には広い草原を横ぎつていく母蝶も稀でなく, 6よ りも広範囲の移動を行

うものと考えられる。しかし,本種は日本産の多くのジャノメチョウ類と同様,移動性は相対的に小さく,

同じ科の中でも,ク ロコノゼチヨウなどにははるかに及ばない。このことが本種の分布地域を狭 く制限する

要因 (内因)と して働いているのであろう。

6.近 縁 種 と の 相 互 作 用

本種はその生息地において,しばしば他のジャノメチヨウ類と混生する。種間の直接の相互作用にもとづ

くとみられる現象はまだ実際に観察されていないが,こ とに生息地における個体数の多少などは,成虫の相

互作用によつて影響をうけることが多いものと思われる。

富士川中流や釜無川流域などでは,しばしばクロヒカゲモドキと混生する。いずれも年 1回の発生を行う

が,成虫の羽化期にはいくらかずれがあり,本種の羽化期はクロヒカゲモドキよりも2週間ぐらい早く, 6

の羽化は6月 中旬ごろに始まり,両種が混飛するのは7月 に入つてからとなる。クロヒカゲモドキでは 6は

夕方,谷に沿つて顕著ななわばりを形成して,こ の範囲を激しく往復するが,本種がこの中に入り込んでい

くのは,かなり困難のようである。また両種の成虫の主要な食物は樹液であり,両種の成虫のあいだに樹液

をめぐる競争のおこる可能性もある。越冬態はいずれも幼虫であるが,本種が 1齢幼虫のまま,孵化後何も

食べずに枯葉などに付着して越冬するのに対し,ク ロヒカゲモドキでは,中齢幼虫の状態で越冬する (福 田

ほか,1972)。 その後の成長は本種の方がはるかに速 く,よ り早い時期に蛹化 。羽化が行われることになる。

個体密度がとくに高い場合には,両種の幼虫のあいだに競争がありうるものと思われる。

つぎに,富士山麓の朝霧高原や東北麓の鷹丸尾 ,東南麓の高畑～砂沢～蓬塚などのカシフそのほかの落葉広

葉樹が疎らに生えた草原において,ジ ャノメチヨウと混生し,と もにカシワなどの樹液に集まつているのが

見られる。しかし,こ のようなところでは,おびただしい個体数のジャノメチヨウに比較すれば本種の個体

数はずっと少ない。成虫の食物は明らかに異なり,本種が樹液を好むのに対し,ジ ャノメチヨウはおもに花

を訪れて吸蜜する (福田ほか,1972)。 また,成虫の出現期では,かなりの部分が重なっているが,活動時

間帯はずれており,本種がおもに夕方活動するのに対し,ジャノメチヨウの場合には活動 は 日中に行われ

る。両種のあいだには,競争よりもむしろ ″すみわけ″の関係が成りたつているといえよう.
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愛鷹火山の趣前岳頂上では,温帯落葉広葉樹林の下生えとして,ヒ メノガリヤスなどのイネ科草木ととも

にササ類が見られる。ここでは,本種はキマグラヒカゲ属 2種 (ヤマキマダラヒカゲとサトキマダラヒカゲ)

やヒメキマダラヒカゲと混生しているが,羽化期は,す くなくともキマダラヒカゲ属 2種とは明らかにずれ

ており,こ の越前岳の場合には,本種の成虫が出現するのはキマダラヒカゲ属 2種 (いずれも年 1回発生)

の成虫期の終つた8月上旬となる。もし両者の成虫のあいだに相互作用が存在するものとすれば,本種はキ

マグラヒカゲ属 2種に対して劣位であり,後者の空白に乗じて他の場所から侵入したということになるであ

ろう。いずれにしても,本種がこのようなササ類に発生するジャノメチヨウ類と混生することはあまり多く

ないといえよう。

皿 分 布 の 成 立

静岡県および山梨県におけるキマグラモドキの分布様式は,温帯性の草原性蝶類の分布様式とよく似てお

り,だいたい富士火山以北のフオッサ・マグナ地域に沿つたものである。かつて筆者は,こ れらの草原性蝶

類が分布をひろげたのは,第二紀鮮新陛から第四紀洪積世にかけてのやや寒冷で乾燥した時期であることを

推定したが (高橋,1958a, c),本種の場合も,ヤマキチョウ,ハヤシミドリシジミなどと同様,上記の

草原性蝶類とよく似た分布形成の歴史をもつているものと考えられる。

富士火山から甲府盆地を経て長野県の低山地帯につながる本州中部の内陸部は,現在の気候からみても,

太平洋岸に比べてはるかに雨量も少なく,空気も乾燥しているが,洪積世の全般にやや乾燥した時期には,

いつそう乾燥して温帯または亜寒帯性の草原がひろがり,その周辺の疎林に本種の生息地が形成されたもの

とみられる。さらに,こ の時期における富士,八ガ岳などの火山活動が極相林の形成をおさえ,こ れらの火

山のすそ野に疎林や草原を残したのであろう。洪積世における激しい気候の変動にさいしても,疎林や草原

などの非極相的な環境にすむ蝶類は,こ の地帯を南北方向に移動し,あ るいは山岳を上下しながら今日に見

る分布地域を形づくった可能性がある。

現在の富士火山における草原性蝶類の繁栄は,歴史時代に入つてから刈草や火入れなどによつて,人為的に

広大な草原が保存されたことに支えられているが (高橋,1958a,c),本種の好んで生,急する鷹丸尾や朝

霧高原などのカシワなどを含む疎林も,こ のような人間の古くからの生産活動によつて残されてきたものと

みることができる。ことにカシワは野火に強く,他の樹木が火によつてことごとく死滅しても,最後まで生

き残る性質があるといわれる。しかし,最近では富士山麓における本種の代表的な生息地のひとつであつた

西北麓の朝霧高原でも,カ シフの疎林を含む広大な草原の大部分が牧場と化し,本種の生′自、範囲は著しく狭

められてぃる。

一方,赤石山脈のことに南半部や伊豆半島では,雨量が多く,古 くから森林がよく発達しているが,こ の

ようなところへは,た とえ一時的に侵入したとしても, うつそうとした極相林が形成されることによつて,

草原性蝶類や本種のような移行帯的な性格をもつた蝶類の生息地が失われる可能性は大きい(高橋,1975)。

それに,本来大陸の冷涼でかなり乾燥した内陸気候によく適応している本種にとつては,比較的温暖で雨量

の多い太平洋岸の山地は,気候的にもすみにくいということも考えられる。

本種の分布をさらにこまかくみていくと,本種が大きな勢力をもつ富士山麓でも分布の空白がめだち,ま

た環境条件に恵まれた甲府盆地北側の山岳地帯でも調査が不十分であるとはいえ,本種の見られないところ

があまりにも多い。この原因の解明はきわめて困難で,現在それを明快に説明することは不可能であるが,つ

ぎの二つの可能性を考えることができよう。すなわち,過去の時代に何らかの原因によつて侵入する機会が

なかつたか,あ るいは,かつて分布していたものが植生の変化などの原因によつて絶滅したかのいずれかで

あろう。どちらかといえば,後者の可能性が大きいように思われる。いずれにしても,ジャノメチョウ科に

は,ベニヒカゲ,ウ ラナミジャノメ, クロヒカゲモドキ,ウ ラジャノメ,ツマジロウラジャノメなどのよう

に,気候条件の恵まれたところに食草が広く分布していても,蝶 自身の分布が狭く限られる傾向の強い種が

いくつかあり,こ れらの分布を合理的に説明することは難しい。
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Sunlmary

The author descusSes the distribution of丞 [グ″Jπ Fα ιクαπノ″ο″グαs(STAUDINGER)

(Lepidoptera: Satyridae)in ShiZuOka and Yamanashi Prefectures, central 」apan, on the basis

of collection data published up to the present. He trys, moreover,tO eXplain the establishment

Of the distributiOn based on the ecological conditions一  effects Of climate, the distributional

state of foOd plants, the behaviours of adult insects, the interaCtiOns with other

Satyrid butterflies――and the process Of environmental changes after the Pleistocene.
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